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 港新聞が閲覧できる場所  
港図書館(弁天 2-1-5),港区民センター(弁天 2-1-5),弁天町市民学習センター(弁天

1-2-2-700),各銭湯(朝日湯除く),港区在宅サービスセンターひまわり(弁天 2-15-1),築港

地域在宅サービスステーション(築港 2-4-16),港スポーツセンター(田中 3-1-126),ほの

ぼの休憩所(八幡屋商店街内),石炭倉庫(波除6-5-18),シネ･ヌーヴォ(西区九条1-20-24),

韋駄天尊(繁栄商店街内),珈琲館隠岐(磯路 3-25-6),交通科学博物館(波除 3-11-10) 
 

 
 

―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★｢労働の場だった大阪港の海に眠らせてや

りたい｣との親族の意向で実施された石綿犠

牲者･真下健二さんの散骨式(12 頁)。その労

働→発症→闘病の過程を改めて振り返ること

で、石綿の恐ろしさや経済優先･人命軽視の国

の姿勢を浮き彫りにでき、同時に、自らが死

に至る苦難を背負った際に如何に生きるべき

かにも心を向けられたように思います。読者

の皆さんの真摯な感想をお待ちしています。 

★｢有機化学で｣｢家庭から｣｢安心社会へ｣とそ

れぞれの言葉で社会貢献を誓った新成人たち

(20頁)。｢都構想｣ＰＲに重点が置かれた市長

祝辞でしたが、残りの内容(自分が動けば誰か

が助けてくれる)をストレートに受け止め感

謝していたのが印象的でした。その素直さに

応え、頑張っても報われない財界優先･競争万

能の大阪づくりだけはやめてな、橋下さん。 

★遂に完結を見た猪伏昌三さんの｢戦争体験｣

(34 頁)。｢希望と失望、苦渋と安堵、歓喜と

悲哀が変転交錯する中を、愛する故国めざし

て老若男女がひたすら助け合い、励まし合っ

て完結させたドラマ｣との感慨は掛け値なし

の実感だったことでしょう。戦後の｢阪神大震

災｣体験も詳しく聴き取りましたが、それはま

た別の機会に。次号から新たな語り部に体験

を語って頂きます。乞うご期待。 
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